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は
じ
め
に

　

歴
史
研
究
に
利
用
さ
れ
る
事
の
多
い
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
尊
卑
分
脈
』（
１
）
は

解
題
に
、「
書
継
ぎ
多
く
、
諸
本
み
な
そ
の
収
む
る
系
図
に
出
入
り
あ
り
」（
同
書
凡
例
）

と
さ
れ
る
。
現
存
最
古
の
本
は
中
世
最
末
期
の
写
し
で
、
洞
院
実
季
原
撰
時
の
形
態
を

何
処
ま
で
留
め
る
の
か
当
然
、疑
問
が
あ
り
、「
原
形
に
つ
い
て
は
不
可
解
の
如
し
」（
同

前
）
で
あ
る
。
現
今
の
利
用
態
度
は
、そ
れ
に
留
意
す
る
所
が
少
な
い
と
思
ふ
の
だ
が
、

そ
れ
は
さ
て
措
き
、
中
世
以
降
の
武
家
社
会
で
、
将
軍
以
下
の
守
護
大
名
を
出
し
た
最

名
門
で
あ
り
、
諸
国
に
子
孫
を
繁
茂
さ
せ
た
清
和
源
氏
の
場
合
、
室
町
時
代
写
の
古
系

図
が
幾
つ
か
存
在
し
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
勿
論
、『
尊
卑
』
の
古
態
遡
及
、
改
変
・

展
開
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
事
を
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
来
た
（
２
）。

　

特
に
南
北
朝
初
期
頃
の
成
立
の
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』
が
、『
尊
卑
』
よ
り
も
古

態
を
残
す
事
を
指
摘
し
（【
北
酒
出
一
〜
十
】）、
残
欠
な
が
ら
同
系
本
（
御
霊
神
社
本
）

よ
り
（【
北
酒
出
五
】）、
そ
の
展
開
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
訳
だ
が
、『
尊
卑
』
と
の
関
係

は
不
明
の
侭
で
あ
る
。
然
る
に
石
清
水
八
幡
宮
の
祠
僧
で
あ
つ
た
菊
大
路
家
の
文
書
に

収
め
ら
れ
る
系
図
『
清
和
源
氏
系
図
』（
以
下
、
菊
大
路
本
）
に
、『
尊
卑
』
及
び
北
酒

出
本
に
共
通
す
る
記
事
を
持
つ
事
が
注
目
さ
れ
る
。
既
に
是
ま
で
の
系
図
考
察
に
利
用

し
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
関
係
記
事
の
比
較
か
ら
、『
尊
卑
』「
清
和
源
氏
」
の
成
立
過

程
、
北
酒
出
本
と
の
関
係
を
考
察
し
、
更
に
菊
大
路
本
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
も
論

じ
た
い
。

一
、
菊
大
路
本
に
つ
い
て

　

同
本
は
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
』
や
、『
石
清
水
史
料
叢
書
』・『
続
石
清
水
史

料
叢
書
』
に
は
含
ま
れ
な
い
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
紙
焼
写
真
帳
に
よ
る
が
、

そ
こ
で
の
番
号
は
「
と
４
６
」、書
名
は
「
清
和
源
氏
系
図
」（
室
町
写
）
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
『
続
石
清
水
史
料
叢
書　

三　

菊
大
路
家
文
書
』「
石
清
水
八
幡
宮
文
書
目
録
」

に
、

　
　

ヘ
―
四
六　

将
軍
家
略
系
図　

一
巻　
　

縦
三
一
・
〇　
　
（
八
枚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
四
一
〇
・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
題
表
記
ニ
同
ジ
、
内
題
ナ
シ
、
表
紙
・
軸
共
ニ
ナ
シ

　
　
　
　
　

清
和
源
氏
略
系
図

と
あ
る
史
料
と
同
一
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

原
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
写
し
と
推
測
さ
れ
る
。
元
良
親
王
の
脇
書
の

「
哥
人
後
拾
四
位
拾
二
新
勅
一
」
の
傍
線
部
は
後
の
書
入
れ
で
、
別
筆
と
思
は
れ
る
が
、

そ
の
他
は
一
筆
と
見
て
良
い
。

　

構
成
を
見
る
に
、

【
一
】、
清
和
天
皇
諸
皇
子（
陽
成
天
皇
子
孫
を
含
む
）流
で
、比
較
的
掲
載
人
物
が
多
い
。

【
二
】、
経
基
諸
子
は
、
満
仲
以
外
は
簡
単
で
、
満
正
・
満
快
流
が
単
系
で
四
代
迄
釣
ら

れ
る
。

【
三
】、
満
仲
流
は
、
ア
頼
光
流
、
イ
頼
親
流
、
ウ
頼
信
流
子
孫
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
イ

は
単
系
で
興
福
寺
上
座
の
家
系
の
み
、
ウ
は
義
家
子
孫
の
為
義
流
が
比
較
的
掲
載
人
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物
が
多
い
。

【
四
】、
頼
光
流
は
そ
の
子
の
頼
国
流
諸
子
（
頼
資
・
頼
弘
・
頼
実
・
実
国
・
頼
綱
・
頼

仲
・
師
光
・
国
房
）
子
孫
が
釣
ら
れ
る
。

【
五
】、
国
房
流
は
光
信
子
孫
が
詳
し
く
、
光
員
流
の
尾
塞
氏
歴
代
が
吊
ら
れ
る
。

と
あ
り
、
足
利
将
軍
家
や
一
門
の
守
護
大
名
家
、
新
田
一
族
を
含
む
義
国
流
、
甲
斐
信

濃
源
氏
の
義
光
流
が
全
く
掲
載
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
【
四
】
の
頼
綱
流
で
は
頼
政
流
、
ウ

で
は
義
光
流
が
な
い
。
更
に
一
の
清
和
天
皇
皇
孫
、
ウ
の
為
義
流
以
外
、『
尊
卑
』
に

比
し
て
族
人
が
少
な
く
、
女
子
は
殆
ど
掲
載
さ
れ
な
い
。
脇
書
も
『
尊
卑
』
に
比
し
て

少
な
い
。
し
か
し
無
名
の
庶
子
一
族
を
釣
る
部
分
が
あ
る
為
、
必
要
部
分
、
或
は
著
名

人
物
の
み
を
載
せ
る
目
安
系
図
と
は
異
な
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

菊
大
路
本
の
成
立
の
手
掛
り
を
探
る
に
、
掲
載
さ
れ
る
族
人
は
概
し
て
鎌
倉
時
代

初
期
迄
で
あ
る
が
、
唯
一
、【
五
】
の
尾
塞
流
が
室
町
初
期
の
人
物
を
掲
出
し
て
ゐ
る
。

即
ち
美
濃
源
氏
の
出
羽
蔵
人
光
重
（
光
信
子
）
の
子
と
し
て
、

　
　
大
炊
助　
　
　

 

掃
部
助　
　
　

源
左
衛
門
尉　

右
兵
衛
尉　
　

兵
衛
二
郎　
　

孫
二
郎　
　
　

次
郎

　
　

光
員

重
員

康
重

季
親

経
員

実
員

重
員

　
　
　
　
　
　
尾
塞　
　
　
　
　
　
　
次
郎
右
衛
門
尉　

左
近
将
監　
　
　
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

康
光

重
則

章
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
尉　
　
　
次
郎
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
章

章
顕

と
繋
げ
る
が
、
光
員
の
実
在
は
目
下
、
未
確
認
で
あ
る
（【
渋
川
四
】
に
諸
土
岐
氏
系

図
を
紹
介
し
た
）。
但
し
『
尊
卑
』
仲
政
流
で
は
、
仲
政
の
子
深
栖
三
郎
光
重
の
子
と

し
て
（
略
記
）、

　
　
　
　
　
　
　
尾
塞

　
　
　
　
　
　
　
掃
部
助　
　
　

左
衛
門
尉　
　

左
衛
「
門
」
尉

　
　

光
貞

重
貞

康
重

季
親

　
　
　
　
　
　
　
下
野
守 

　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
頭

　
　

保
綱

保
茂

と
、
中
途
ま
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
家
系
が
釣
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
光
貞
と
同
一
人
と
考
へ

ら
れ
る
。
菊
大
路
本
は
『
尊
卑
』
と
承
接
が
異
な
る
訳
だ
が
、『
尊
卑
』
頼
資
流
の
深

栖
氏
部
に
は
、
光
貞
（
員
）
ま
た
尾
塞
氏
が
釣
ら
れ
な
い
。
一
方
『
尊
卑
』
仲
正
流
で

深
栖
三
郎
光
重
を
「
実
者
光
信
子
也
猶
子
」
と
し
、
土
岐
氏
部
の
光
信
の
子
に
、

　
　
出
羽
蔵
人

　
　
　
　

為
仲
正
子

　
　
蔵
人　
　
　

 　

非
蔵　

従
五
下　
　

判
官
代

　
　

光
重

光
定

光
具

と
釣
る
。
こ
の
光
重
同
人
説
は
正
し
く
な
い
と
指
摘
し
た
が
（【
渋
川
三
】）、
菊
大
路

本
と
『
尊
卑
』
で
、
尾
塞
氏
を
土
岐
氏
の
光
重
―
光
貞
流
出
自
と
す
る
点
は
同
じ
で
あ

る
か
ら
、『
尊
卑
』
で
は
土
岐
光
重
と
深
栖
光
重
を
同
一
人
と
す
る
為
、
尾
塞
氏
も
仲

政
流
深
栖
氏
部
流
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　

勿
論
、
尾
塞
氏
の
土
岐
出
自
の
是
非
も
未
確
認
だ
が
、
重
員
以
下
の
族
人
に
は
端
的

に
菊
大
路
家
文
書
中
の
同
一
族
相
伝
文
書
に
確
認
出
来
る
人
物
が
あ
る
。
大
日
本
古
文

書
『
石
清
水
文
書
之
六　
（
菊
大
路
家
文
書
及
拾
遺
）』
四
三
九
「
尾
張
国
尾
塞
村
重
書

案
」
の
一
連
の
文
書
に
、

（
一
）「
関
東
下
知
状
」

勘
彼
此
理
非
之
間
、
猶
文
書
道
理
者
、
重
員
申
状
有
其
謂
云
々
、
仍
任
勘
状
、
可

令
重
員
為
彼
職
之
状
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件

　
　

元
久
二
年
三
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

遠
江
守
平
在
判

（
二
）「
相
模
守
書
状
」

尾
塞
左
衛
門
尉
季
重
申
尾
張
国
内
匠
保
名
主
職
間
事
、
折
紙
進
覧
之
、
子
細
見
状

候
歟
、
任
道
理
、
令
計
成
敗
給
者
可
宜
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
六
日　
　
　
　
　

相
模
守
在
判

　
　
　
　
　

出
羽
前
司
殿
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（
三
）「
修
理
権
大
夫
書
状
」

尾
塞
兵
衛
尉
季
親
申
尾
張
国
尾
塞
村
松
武
名
事
、
訴
状
進
覧
之
、
子
細
見
状
候
歟
、

此
事
頻
歎
申
候
之
間
、
度
々
執
申
候
、
可
有
御
計
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
九
日　
　
　
　
　

修
理
権
大
夫
在
判

　
　
　
　
　

謹
上
武
蔵
前
司
殿

（
四
）「
武
蔵
守
書
状
」

を
せ
き
の
左
衛
門
尉
子
息
兵
衛
尉
申
状
、
見
給
候
了
、
此
事
以
外
御
沙
汰
候
之
事

に
て
候
間
、
た
や
す
く
難
申
御
返
事
候
、
入
見
参
候
ハ
者
、
仰
次
第
を
申
す
へ
く

候
也
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　

二
月
十
三
日　
　
　
　
　

武
蔵
守
在
判

（
五
）「
氏
名
未
詳
書
状
」

尾
塞
左
衛
門
尉
申
本
領
間
事
、
折
紙
一
見
候
了
、
此
條
当
時
給
主
幷
国
へ
相
尋
候

上
、
可
被
沙
汰
候
也
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　

十
二
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
在
判

（
六
）「
尾
塞
某
置
文
」

お
ハ
り
の
く
に
五
た
い
さ
う
て
ん
の
本
り
や
う
の
事

　
　
　

お
せ
き　

ま
へ
し
ま　

い
つ
ミ　

ま
つ
た
け

　
　
　

た
く
ミ　

お
ゝ
け　

え
か
ら
し
ま　

い
そ
の
上

　
　
　

お
こ
ま
の
い
ま
も
う　

や
ま
へ
の
や
し
き

こ
の
と
こ
ろ

く
ハ
、
え
も
ん
の
尉
申
た
ま
は
り
た
り
と
も
、
兵
衛
尉
ニ
は
ん
ふ

ん
し
ら
す
へ
し
、
又
兵
衛
尉
申
た
ま
は
り
た
り
と
も
、
え
も
ん
の
尉
に
は
ん
ふ
ん

し
ら
す
へ
し
、
い
か
な
る
ふ
し
ん
い
て
き
た
る
と
も
、
二
人
の
な
か
あ
し
か
る
へ

か
ら
す
、
か
や
う
に
か
き
お
き
た
る
む
ね
に
た
か
へ
す
、
さ
た
を
い
た
す
へ
し
、

又
め
ち
こ
せ
ん
ニ
、
ひ
ら
の
ハ
た
れ
か
ゝ
た
へ
な
り
た
り
と
も
と
ら
す
へ
し
、
又

そ
な
ら
す
と
も
、
や
し
き
一
所
ハ
わ
た
す
へ
し
、
お
の

く
ふ
ん
ひ
ん
に
あ
た
る

へ
し
、
あ
な
か
し
く

　
　
　
　

嘉
禎
四
年
十
月
十
三
日　
　
　
　

さ
み
在
判

　
　

お
せ
き
の
二
ら
う
ひ
や
う
と
の
へ

（
七
）「
沙
弥
某
書
状
」

尾
塞
間
事
、
武
蔵
入
道
殿
ま
へ
に
て
、
ち
き
に
あ
や
ま
た
ぬ
子
細
を
申
上
に
よ
て

御
消
息
如
此
、
然
者
、
便
冝
之
時
、
申
沙
汰
し
て
、
ち
や
く
男
松
鶴
に
わ
た
す
へ

き
よ
し
相
存
候
、
此
條
、
武
蔵
入
道
殿
ま
さ
し
く
く
に
へ
た
つ
ね
て
、
沙
汰
を
い

た
す
へ
き
よ
し
、
顕
然
候
へ
ハ
、
申
御
沙
汰
候
ハ
ん
事
、
な
ん
の
は
ゝ
か
り
か
候

は
ん
と
こ
そ
存
候
へ
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　

文
永
九
年
正
月
廿
三
日　
　
　
　

沙
弥
西
願
在
判

　
　
　

尾
塞
兵
衛
入
道
殿

と
、
同
一
族
が
尾
張
の
尾
塞
村
に
所
職
を
有
し
、
そ
れ
を
名
字
に
し
て
ゐ
た
事
が
分
か

る
。
更
に
（
二
）
の
季
重
が
康
重
と
同
一
人
と
す
る
と
、
重
員
か
ら
季
親
迄
が
系
図
と

一
致
す
る
。（
四
）
以
下
は
系
図
と
照
合
出
来
な
い
が
、
系
図
の
世
代
を
鑑
る
に
、
最

後
の
章
顕
は
南
北
朝
頃
迄
下
が
る
と
し
て
良
い
だ
ら
う
。

　

菊
大
路
本
の
伝
来
と
何
ら
か
の
関
係
が
有
る
事
は
当
然
、
予
想
出
来
る
が
、
尾
塞
氏

の
相
伝
文
書
が
何
故
、菊
大
路
家
に
伝
は
る
の
か
、石
清
水
八
幡
、菊
大
路
家
の
所
領
と

し
て
確
認
出
来
な
い
為
、目
下
、不
明
で
あ
る
。
但
し
『
宮
寺
縁
寺
抄
』「
納
筥
目
録
」（
３
）

の
願
文
の
目
録
に
、

　
　

源
左
衛
門
尉
康
重
供
養
一
切
経
願
文
承
久
元
年
九
月
日

と
、
系
図
に
一
致
す
る
人
名
が
見
え
、
時
代
的
に
も
一
致
す
る
か
ら
尾
塞
氏
と
考
へ
ら

れ
る
。
更
に
こ
れ
か
ら
す
る
と
同
社
に
帰
依
す
る
所
が
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

　

こ
の
八
幡
と
の
縁
故
の
為
、
尾
塞
流
の
源
氏
系
図
へ
の
補
入
（
或
は
移
転
）
が
成
さ

れ
た
、
或
は
端
的
に
尾
塞
氏
の
下
で
作
成
さ
れ
た
源
氏
系
図
が
菊
大
路
家
に
齎
さ
れ
た

と
見
る
の
が
、
目
下
の
成
立
の
一
案
で
あ
る
。
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二
、
菊
大
路
本
と
『
尊
卑
分
脈
』
と
の
関
係

　

菊
大
路
本
の
記
載
内
容
を
見
る
に
、
こ
れ
迄
確
認
し
た
系
図
中
、『
尊
卑
』
と
の
近

似
を
指
摘
出
来
る
。
尾
塞
氏
他
、独
自
部
分
が
多
い
と
し
た
、土
岐
氏
の
光
信
子
孫（【
北

酒
出
六
】）
以
前
の
先
祖
の
部
分
を
見
る
に
、

（
菊
大
路
本
）

　
　
正
五
位
下　
　
　
　

従
五
位
下　
　
　
　
従
五
位
下　
　
　
　

従
五
位
下　
　
　
　

後
白
河
院

　
　
前
伊
豆
守　
　
　
　

出
羽
守　
　
　
　
　
伯
耆
守　
　
　
　
　

前
伊
賀
守　
　
　
　
非
蔵
人

　
　

国
房

光
国

光
信

光
基

頼
基

光
朝

光
忠

　
　
号
美
濃
七
郎　
　
　

母
木
工
大
夫　
　
　
鳥
羽
院
四　
　
　
　

母
伊
勢
守

　
　
母
同
頼
綱　
　
　
　

正
仲
女　
　
　
　
　
天
王
其
一
也　
　
　

藤
原
佐
定
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
安
三　
　
　
　
　
号
出
羽
判
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
十
月　
　
　
　
　
使
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
日
死　
　
　
　
　
母
定
実
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
五　
　
　
　
　
大
治
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
土
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
和
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰
京

と
あ
り
、
光
基
以
下
の
族
人
は
『
帝
皇
』
に
も
共
通
人
物
が
見
え
る
が
、
傍
線
部
は
目 

下
、『
尊
卑
』
に
し
か
見
え
な
い
（
但
し
光
国
の
没
し
た
月
を
『
尊
卑
』
は
十
二
月
と

す
る
）。
光
信
の
流
罪
は
大
治
五
年
十
一
月
で
（
４
）、
赦
免
は
康
治
二
年
正
月
で
あ
る
か

ら
（
５
）、
菊
大
路
本
の
波
線
の
独
自
記
事
は
胡
乱
で
あ
る
も
の
の
、
詳
し
い
脇
書
は
『
尊

卑
』
に
近
い
。

　

ま
た
頼
弘
流
を
挙
げ
れ
ば
（『
帝
皇
』
に
は
頼
弘
以
下
な
し
）、

（
菊
大
路
本
）

　
　
　
小
一
条
院
判
官
代　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
解
由
次
官　
　
　
豊
前
守　
　
　
　
　
玄
蕃
助　
　
　
　
　

八
条
院
蔵
人

　
　

頼
弘

家
光

淳
国

時
光

時
国

近
光

　
　
　
　
　
　
　
　
陽
明
門
院

　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
人

　
　
　
流
左
渡

　
　
　
蔵
人
左
衛
門
尉　
　

従
五
位
上

　
　

頼
実

頼
季

頼
氏

氏
季

と
あ
る
が
、

（『
尊
卑
』）（
略
記
）（
６
）

　
　
讃
岐
守
従
五
下　
　
　

  

陽
明
門
院
蔵
人　

   　
　
文
章
生
従
五
下

　
　
小
一
条
院
判
官
代　
　

  

縫
殿
助　
　
　
　
　　
　
文　

勘
解
由
判
官　

本
名
家
遠

　
　

頼
弘

家
光

淳
国

　
　
　
　

　
　
母
播
磨
守
藤
原　
　

 　
　

　
　
　

信
理
女　
﹇
寺
﹈　

 

摩
尼
坊
阿
闍
梨　
　
　

  　

  

右
馬
助
従
五
下

　
　
出
家
法
名　
　

明
助　
　
　

忠
光

　
　
　
　

入
寂

　
　
住
三
井
寺

　
　
　
　
　
　
坂
東
合
戦
討
死

　
　
　
　
　
　
上
西
門
院
判
官
代

　
　
　
　
　

国
光

惟
光 

　
　
　
　
　
　
主
殿
助
豊
前
守　
　

従
五
下　
　
　
　
　

八
条
院
蔵
人

　
　
　
　
　
　
右
馬
助
従
五
下　
　

玄
蕃
頭　
　
　
　
　

左
将
監

　
　
上
西
門
院　
　

　
　
判
官
代　

時
光

時
国

親
光

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
国
合　
　

  

円
勝
寺
維
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
討
死　

　

良
暁

（
略
）

（
北
酒
出
本
）（
原
態
の
配
置
を
改
め
る
。
⊠
は
判
読
不
能
）
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小
一
条
院
判
官
代

　
　
　
　
イ
本
二
男　
　

 

家　

陽
明
門
院
蔵
人　
　
文　

勘
ヽ
判
官　
　

  　

本
忠　

前
豊
後
守

　
　

頼
弘

⊠
光

淳
国

時
光

　
　
　
　

　
　
母
肥
前
守
理
能
女　
　
　
康
和
三
出
家　
　
　
　
　
従
五
下　
　
　
　
　
　
　
従
五
下
主
殿
助

　
　
於
修
学
院
出
家
法
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
馬
助

　
　
仁
舜
住
三
井

　
　

時
国

親
光

　
　
　
　
　
　

良
暁

『
渋
川
』　　
　
　
　
　
　
　
　
『
古
系
図
集
』　　
　
　
　
　
　

　
　
従
五
位
下　
　

陽
明
門
院
蔵
人

　
　
讃
岐
守　
　
　

縫
殿
助　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

小
一
条
院
判
官
代　
　

文　

縫
殿
允

　
　

頼
弘

家
光　
　
　
　
　
　

頼
弘

家
光

　
　
母
筑
前
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

母
同

　
　
藤
原
理

　
　
能
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文　

勘
解
由
判
官　
　

主
殿
助　
　
　
　
　
　

玄
蕃
助
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淳
国

時
光

時
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
位　
　
　
　
　
　
　

従
五
下　
　
　

頼
季

（
妙
本
寺
本
）（
７
）

　
　
　
　
　
　
　

筑
後
守
頼
家

　
　

家
光

淳
国

■
忠
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
光

と
あ
り
、『
尊
卑
』
と
北
酒
出
本
が
掲
載
族
人
と
脇
書
の
点
で
、
菊
大
路
本
に
一
致
が

多
い
。
し
か
し
傍
線
を
北
酒
出
本
が
持
た
ず
、
菊
大
路
本
と
『
尊
卑
』
が
持
つ
（
８
）。

ま
た
【
四
】
の
頼
弘
兄
弟
の
頼
実
の
子
孫
系
譜
は
北
酒
出
本
・
長
楽
寺
本
に
な
く
（『
渋

川
』・『
帝
皇
』
は
頼
実
の
み
）、
唯
一
『
尊
卑
』（
９
）
に
、
井
上
氏
を
誤
つ
て
接
続
す

る
と
思
は
れ
る
の
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

従
五
下

　
　
蔵　

従
五
下　
　
　
　

  

佐
渡
肥
後
守

　
　
使　

左
衛
門
尉　
　
　

  

蔵
人

　
　

頼
実

頼
季

頼
氏

氏
季

　
　
母
播
磨
守　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

井
上
三
郎　
　
　
　

  　
〔
井
上
五
郎
〕

　
　
　
　

信
理
女　

　

暹
円　
　
　

満
実

遠
光

　
　

配
流
土
左
国　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
光

と
あ
り
、
菊
大
路
本
に
近
い
。
ま
た
菊
大
路
本
【
二
】
の
満
正
・
満
快
（
扶
）
流
を
挙

げ
れ
ば
、

（
菊
大
路
本
）　

　
　
　
陸
奥
守　
　
　
　
　
遠
江
守　
　
　
　
　

駿
河
守　
　
　　
　

佐
渡
守

　
　

満
正

忠
重

定
宗

重
宗

　
　
　
従
四
位
下　
　
　
　

正
五
位
下　
　
　
　

従
五
位
下　
　
　　

従
五
位
下

　
　
　
従
五
位
下　
　
　
　
従
五
位
下

　
　
　
下
野
守　
　
　
　
　
甲
斐
権
守　
　
　
　

甲
斐
守　
　
　
　
　

右
馬
頭

　
　

満
快

満
固

為
満

為
公

と
簡
単
で
あ
る
。
北
酒
出
本
（
満
快
の
み
）・『
渋
川
』・『
古
系
図
集
』・『
帝
皇
』
で
は

満
快
（
扶
）
流
が
な
く
、
長
山
本
『
佐
竹
系
図
』（
10
）
で
は
、
満
政
流
は
忠
隆
の
み
で
、

満
快
流
は
あ
る
が
、
歴
代
が
異
な
る
。

『
渋
川
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
田
判
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
遠

（
略
）

　
　
満
仲
御
舎
弟

　
　
従
四
下　
　
　
　

  　
　

正
五
位
下　
　
　

  　
　

従
五
下　
　
　
　

  　
　

従
五
下

　
　
陸
奥
守　
　
　
　

  　
　

駿
河
守　
　
　
　

  　
　

左
衛
門
大
夫　
　

  　
　

佐
渡
守

　
　

満
政

忠
重

定
宗

重
宗

　
　
母
満
仲
同
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『
古
系
図
集
』（
略
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

駿
河
守

　
　
文　

従
四
下　
　
　
　

  　
　

正
五
下　
　
　
　

  

文　

従
五
下　
　
　

  　

佐
渡
守

　
　

満
正

忠
重

定
宗

重
宗

　
　
使
武
蔵
陸
奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　
　
　
　
　
　

  　

母
大
納
言
斉
信
女

　

対
し
て
『
尊
卑
』
で
は
（
略
記
）（
11
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

刑
部
権
大
輔

　
　
鎮
守
府
将
軍　
　

従
四
位
下　
　
　
　
　
　
駿
河
遠
江
守　
　
　
　
　
　
　

大
県

　
　
陸
奥
伊
与
武
蔵
等
守　

治
部
少
輔　
　
　
　
陸
奥
〔
権
〕
守
従
四
位
下　
　

駿
河
守
従
五
下　
　

 　

佐
渡
守
従
五
下

　
　
使　

左
衛
門
大
尉
兵
庫
允
左
馬
助
兵
部
丞　

使　

左
衛
門
〔
大
〕
尉　
　
　

使　

右
衛
門
大
尉　
　

 

左
兵
衛
尉

　

満
政

忠
重

定
宗

重
宗

　
　
母
同
満
仲
号
八
島
〔
大
夫
〕
又
号
村
岡
太
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
大
納
言
斉
信
卿
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

号
伊
那
馬
本
人

　
　
下
野
守　

相
模
介　
　
　
　
　

甲
斐
守　

従
五
下　
　

  

従
五
下　
　
　
　
　
　

  

信
濃
守
従
五
下

　
　
使　

右
衛
門
尉　

従
五
上　
　

遠
江
介　

伊
豆
掾　
　

    

甲
斐
守　
　
　
　
　
　

  

右
馬
助
伊
豆
掾

　

満
快

満
国

為
満

為
公

　
　
母　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母　
　
　
　
　
　
　
　

    

母　
　
　
　
　
　
　

  　

母
河
内
守
頼
信
女

と
あ
り
、
菊
大
路
本
の
脇
書
は
ほ
ぼ
『
尊
卑
』
に
含
ま
れ
る
。
満
正
流
で
は
特
に
『
尊

卑
』
と
の
近
似
を
指
摘
出
来
な
い
が
、
満
快
（
扶
）
流
か
ら
す
る
と
、『
尊
卑
』
に
近

い
と
し
て
良
い
。
以
上
、
管
見
に
入
つ
た
系
図
中
、
菊
大
路
本
は
『
尊
卑
』
に
近
い
事

に
成
る
が
、『
尊
卑
』
を
基
に
し
、
増
補
改
変
し
て
ゐ
る
事
に
な
る
だ
ら
う
か
。

三
、
菊
大
路
本
と
北
酒
出
本
と
の
近
似

　

然
る
に
一
方
で
、
菊
大
路
本
に
は
『
尊
卑
』
よ
り
も
北
酒
出
本
に
近
似
す
る
箇
所
が

あ
る
。
菊
大
路
本
の
【
一
】
は
、
陽
成
天
皇
流
も
併
せ
持
つ
が
、『
尊
卑
』（
・『
古
系
図 

集
』）
は
別
掲
す
る
か
ら
、
両
天
皇
流
を
繋
げ
る
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
構
成
が
同

じ
事
に
な
る
（
12
）。
但
し
そ
の
族
人
を
見
る
に
、
増
補
本
『
紹
運
録
』
が
『
尊
卑
』
の

「
清
和
源
氏
」・「
陽
成
源
氏
」
に
近
く
、
菊
大
路
本
は
寧
ろ
『
尊
卑
』（
・『
古
系
図
集
』）

に
よ
り
近
い
か
ら
、
菊
大
路
本
が
『
尊
卑
』（
・『
古
系
図
集
』）
の
両
源
氏
部
を
一
体
化

し
た
と
解
す
る
事
は
不
可
能
で
は
な
い
。
即
ち
清
和
天
皇
の
脇
書
を
『
古
系
図
集
』
は

欠
く
が
、『
尊
卑
』（「
清
和
天
皇
孫
経
基
王
子
満
政
満
季
満
快
流
」・「
第
一
義
家
長
子

義
親
并
二
男
義
国
流
」）
と
比
較
す
る
に
、

（
菊
大
路
本
）

　
　
人
王
五
十
七
代

　
　
文
徳
天
皇
第
四

　
　
皇
子
御
母
后

　
　
藤
原
明
子
女

　
　

清
和
天
皇

（
陽
成
天
皇
）

　
　
嘉
祥
二
年

　
　
□
宮
御
即
位
九
才
⊠
⊠
⊠

　
　
御
在
位
十
八
年

　
　
去
位
之
後
出
家

　
　
諱
惟
仁
法
名
素
真

　
　
元
慶
四
年
十
二
月
四
日

　
　
崩
三
十
一
歳
也

　
　
御
子
十
八
人
四
人

　
　
賜
姓
云
々
水
尾
天
皇

　
　
也

（
北
酒
出
本
）（
破
線
は
「
崩
」
が
正
し
い
か
）

　
　

人
代
五
十
六
代
帝
摂
政
良
房
始
也

　
　
文
徳
天
皇
第
四
皇
子

　
　
　
　
　

大
皇
大
后
宮　
　

忠
仁
公
良
房
女

　
　
御
母
太
后
藤
明
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
才

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　
　
　

染
殿
后
是
也　

　
　
　

嘉
祥
三
年
東
宮

　
　

清
和
天
皇　
　
　
　
　
　
　
　
即
位
九
才
在
位
十
八
年
皆
貞
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
名　
　
　

貞
観　
　
　
　

元
慶
四
十
二
日
小
明
卅
一
才

　
　
去
位
三
年
御
出
家　

素
真　
　

諱
惟
仁　
　
　
　

女
御
十
三
人
御
子
十
八
人　

賜
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
人

山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告　第47号

－ 6 －



（
兼
右
本
『
紹
運
録
』）（
13
）

　
　
　

葬
水
尾
山
置
御
骨
於
山
城
国
粟
田
山

　
　
　

号
水
尾
帝　
　
　
　
　

法
名
素
真
円
覚

　
　
　

幼
主
童
帝
之
始　
　
　

従
宗
叡
僧
正
御
灌

　
　
　

第
五
十
六　

諱
惟
仁　

頂
云
々

　
　

清
和
天
皇　
治
十
八
年

　
　

母
太
皇
太
后
藤
明
子　

忠
仁
公
女
染
殿

　
　
　
　

二
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

后

　
　

嘉
祥
三
〔
庚
子
〕
三　
　
　

廾
五
降
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一　
　

廾
五
立
太
子
一

　
　

天
安
二　

八　

廾
七　
　
　

受
禅
九

　
　
　
　
　
　

十
一　

七　
　
　

即
位

　
　

貞
観
元　

十
一　

十
七　
　

大
嘗
会

　
　
　

同
六　

正　
　
　
　
　
　

元
服
十
五

　
　
　

十
八　

十
一　

廾
九　
　

禅
位
廾
七

　
　
　
　
　
　

十
二　
　
　
　
　

尊
号

　
　

元
慶
三　

五　
　

八　
　
　

入
道
三
十

　
　
　

同
四　

十
二　

四　
　
　

崩
卅
一

　

ま
た
『
尊
卑
』「
文
徳
源
氏
」
に
も
清
和
天
皇
が
釣
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

　
　

本
朝
童
帝
始

　
　

嘉
祥
二
年
三
月
廿
三
日
降
誕
同
年
十
一
月
廿
五
日
立
太
子
一
歳　
　
　
天
安
二
八
廿
七
受
禅
九
才

　
　

貞
観
六
年
正
月
一
日
元
服
十
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
安
二
十
一
七
即
位

　
　

貞
観
十
八
年
十
一
月
廿
九
日
脱
履
諱
惟
仁
在
位
十
八
年　
　
　
　
　
　
貞
観
元
十
廿
一
御
禊

　
　

清
和
天
皇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
年
十
一
月
十
六
日
大
嘗
会
三
川

母
皇
太
后
明
子
染
殿
皇
后
是
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

美
作

　
　
　
　
　
　

忠
仁
公
女

元
慶
三
五
八
御
落
飾
法
名
随
宗
叡
僧
正
御
灌
頂

　
　
　
　
　
　
　
　

素
真

同
四
十
二
崩
卅
一
才
葬
水
尾
山

号
水
尾
帝
納
御
骨
於
山
城
国
粟
田
山

と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
清
和
天
皇
脇
書
は
全
体
的
に
『
尊
卑
』
と
『
紹
運
録
』
が

近
く
、
治
世
の
諸
記
事
が
詳
細
。
対
し
て
菊
大
路
本
は
そ
れ
が
な
い
が
、
傍
線
部
は
古

態
本
『
紹
運
録
』
に
な
く
（
14
）、『
尊
卑
』
に
近
似
文
が
あ
る
。
し
か
し
二
重
線
部
の
有 

無
、
更
に
は
詳
細
な
記
事
が
無
い
点
で
、
菊
大
路
本
は
北
酒
出
本
に
近
い
事
が
分
か
る
。

こ
の
脇
書
の
近
似
で
は
、
系
図
以
外
の
典
拠
の
利
用
も
想
定
さ
れ
る
か
ら
、
必
ず
し
も

両
系
図
自
体
の
近
似
を
云
ふ
証
拠
に
な
ら
な
い
か
。
し
か
し
次
の
【
三
】
ウ
の
為
義
子

の
例
は
如
何
だ
ら
う
。

（
菊
大
路
本
）　　
　
　
　
　
（
御
霊
本
）　　
　
　
　
　
　
（
清
音
寺
本
）

　
　
賀
茂
冠
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

六
郎　

　

頼
定　
　
　
　
　
　
　
　

為
宗　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
為
行

　
　
淡
路
冠
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

七
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

四
郎
左
衛
門

　

経
家　
　
　
　
　
　
　
　

為
成　
　
　
　
　
　
　
　

頼
仲
掃
部
允

　
　
号
八
幡
七
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

八
郎　

住
鎮
西　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

七
男
也

　

為
成　
　
　
　
　
　
　
　

為
朝

為
頼　
　
　

為
成
号
八
幡
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
嶋
冠
者　
　
　
　
　
　
　
　

  

住
築
紫

　
　
号
筑
紫
八
郎　
　
　

嶋
冠
者　
　
　
　
　
　

  　

九
郎

　

為
朝

為
頼　
　
　

為
仲　
　
　
　
　
　
　
　

為
宗
淡
路
冠
者

　
　
蔵
人
大
夫 　
　
　
　

七
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
柴
冠
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

七
郎

　
　
　
　
　
　

忠
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
郎
為
久

　
　
　
　
　
　
　
賀
茂
冠
者
重
長
女　
　

  

十
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
郎
大
力

　
　
　
　
　
　

女
子　
　
　

頼
定　
　
　
　
　
　
　
　

為
朝

為
頼

　
　
紫
九
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

母
賀
茂
神
主
成
家
女

　

為
仲　
　
　
　
　
　
　
　
　

号
賀
茂
冠
者　

　
　
　
　
　
　

四
郎
左
衛
門
頼
方

　
　
九
郎　
　
　
　
　
　
　
　

   

行
家

　

為
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
前
守
四
イ　
　
　
　
　
　
　

為
頼
九
郎

　
　
備
前
守　
　
　
　
　

蔵
人
左
衛
門
尉　
　

　

  

実
頼
賢
男

　

行
家

家
光　
　
　

正
親　
　

義
房　
　
　

行
家

義
房

　
　
号
十
郎
蔵
人　

  　
八
条
太
郎　
　
　
　
　
　
　
　

  

養
和
元
十
一　
　
　
　
備
前
守
於
河
内

　
　

本
名
義
盛　

  

義
房　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
合
戦
死　

　
　
　

   　

国
誅
十
蔵
人　

   

行
頼

　
　
山
臥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
義
二
男　
　
蔵
人　
　
　
　
　
　

本
居
熊
野
本
名

　

義
俊　
　
　
　
　
　
　
　

義
賢
　

家
光　
　
　
　
　

義
盛
備
後
守　　

家
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
刀
長　
　
　
（
略
）　　
　
　
　
　

義
俊
余
一

　

正
親　
　
　
　
　
　
　
　

経
家　

（
略
）　　
　

　
　
松
井
冠
者　
　

   　
 

松
井
蔵
人　
　
　
　
号
淡
路
冠
者　
　
　
　
　
　
　

九
郎
為
次　
　
　

　

維
義

季
義　
　
　

維
義　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

余
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
冠
者　
　
　
　
　
　
　

  

義
辛　
　

佐々木／菊大路本『清和源氏系図』覚書
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号
比
木
冠
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
松
井
冠
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
義

季
義

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
宗

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
親
号
賀
茂
冠
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
子
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
盛
行
家
ノ
改
名
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
熊
野

と
あ
り
、頼
定
の
脇
書
「
賀
茂
冠
者
」、経
家
の
「
淡
路
冠
者
」
は
『
尊
卑
』
で
は
な
く
、

佐
竹
本
『
尊
卑
』・
北
酒
出
本
系
に
見
え
る
。
ま
た
九
郎
為
仲
の
「
紫
九
郎
」
は
、
北

酒
出
本
系
の
「
柴
冠
者
」
に
近
似
し
（
由
来
は
不
明
）、『
尊
卑
』（
佐
竹
本
同
）・『
渋
川
』

に
無
く
、
菊
大
路
本
・
北
酒
出
本
・『
須
田
』
に
見
え
る
の
が
松
井
季
義
で
あ
る
（
15
）。

　

無
論
、
菊
大
路
本
が
直
接
北
酒
出
本
・
御
霊
本
を
利
用
し
て
ゐ
る
と
は
云
へ
な
い
。

何
故
な
ら
ば
為
義
子
の
義
俊
（
16
）
は
北
酒
出
本
・
御
霊
本
に
釣
ら
れ
ず
、『
尊
卑
』・
林

泉
本
に
見
え
る
の
だ
が
、
共
に
「
山
臥
」
の
注
記
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
対
し
て
北
酒

出
本
系
系
図
と
『
尊
卑
』
を
取
り
合
は
せ
た
『
須
田
』
を
見
る
に
、

『
須
田
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

頼
定　
　
賀
茂
冠
者　

同
母
為
頼　
　
　

　

正
親　
　
或
本
賀
茂
冠
者　

母
同　
　
　

　

経
家　
　
淡
路
冠
者　
　
　
　
蔵　
　
　
　
　

　

維
義　
　
松
井
冠
者　

季
義

（
略
）

　
　
僧

　

道
応　
　
住
二
越
後
国
一　
　

    

如
何

　

義
俊　
　
山
臥
或
本
俗
二
条
院
蔵
人
云
云

　

（
略
）

と
あ
り
、「
山
臥
」
の
注
記
が
見
え
、
こ
ち
ら
に
一
致
す
る
。

　

以
上
か
ら
す
る
と
、
北
酒
出
本
系
の
未
見
の
系
図
に
菊
大
路
本
が
近
似
す
る
と
し
て

良
い
の
で
は
な
い
か
。

四
、
菊
大
路
本
の
古
態
性

　

菊
大
路
本
が
『
尊
卑
』
と
北
酒
出
本
系
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
近
い
記
事
を
持
つ
事
は
何

を
意
味
す
る
か
。
一
つ
は
正
に
菊
大
路
本
、
或
は
そ
れ
を
遡
る
系
図
が
、『
尊
卑
』・
北

酒
出
本
系
の
祖
本
で
あ
る
と
す
る
想
定
で
あ
る
。
菊
大
路
本
は
尾
塞
氏
以
外
の
掲
載
人

物
が
鎌
倉
時
代
初
期
に
留
ま
り
、
且
つ
族
人
・
脇
書
の
記
事
が
簡
略
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
す
る
と
最
簡
本
が
祖
本
で
あ
る
と
見
る
事
に
な
り
、
実
は
そ
の
可
能
性
を
完
全
に
排

除
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
先
の
満
正
・
満
快
（
扶
）
流
が
単
系
で
、
平

安
時
代
中
期
に
留
ま
る
事
、
鎌
倉
時
代
も
有
力
な
御
家
人
で
あ
つ
た
新
田
・
足
利
、
義

光
流
が
掲
載
さ
れ
な
い
事
は
、
菊
大
路
本
（
の
祖
本
）
が
、
総
合
的
な
清
和
源
氏
系
図

に
至
る
前
の
、
各
流
の
部
分
的
集
成
段
階
と
解
さ
な
い
と
説
明
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

し
か
し
内
部
徴
証
か
ら
そ
の
立
証
は
困
難
で
あ
り
、
蓋
然
的
で
あ
る
が
、
現
在
の
所
、

菊
大
路
本
が
中
世
清
和
源
氏
系
図
の
始
原
段
階
を
示
す
と
す
る
見
方
は
取
ら
ず
、
各
流

集
成
後
の
系
図
よ
り
の
抄
出
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
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更
に
菊
大
路
本
（
或
は
菊
大
路
本
が
依
拠
し
た
系
図
）
は
、『
須
田
』
の
如
く
、『
尊

卑
』
と
北
酒
出
本
に
近
似
す
る
系
図
を
取
り
合
は
せ
た
系
図
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
も
そ

の
可
能
性
を
否
定
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
正
に
そ
の
痕
跡
と
す
べ
き
族
人
（
特
に
異

名
同
人
）・
脇
書
の
重
複
、
そ
れ
を
示
す
イ
表
記
を
徴
す
る
事
が
出
来
な
い
。
確
か
に

菊
大
路
本
が
複
数
系
図
を
案
配
し
て
ゐ
る
可
能
性
は
指
摘
出
来
る
。【
一
】
の
貞
元
親

王
子
を
見
る
に
、

　
　
治
部
卿　
　

 　

皇
后
宮
亮　
　

 
式
部
大
輔　

 　

駿
河
守

　

兼
仲

能
正

信
成

成
任

　
　
　
　
　
　
小
納
言

　
　
　
　
　

能
遠

　
　
参
議　
　
　
　

 

小
納
言

　

兼
忠

能
通

　
　
　
　
　
　
従
四
位
上

　
　
　
　
　

能
忠

　
　
参
河
守

　

兼
信

（
略
）

と
あ
る
が
、
他
系
図
に
は
兼
仲
が
見
え
ず
、
能
正
・
能
遠
は
兼
忠
子
に
釣
ら
れ
る
。
能

通
・
能
忠
が
そ
の
二
人
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
複
数
系
図
の
合
成
の
可
能
性

が
あ
る
が
、
現
存
の
北
酒
出
本
系
の
両
本
に
拠
る
限
り
は
、
一
致
す
る
記
事
が
見
え
な

い
。
ま
た
前
掲
の
菊
大
路
本
の
為
義
子
で
九
郎
が
二
人
掲
載
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
は

北
酒
出
本
系
で
既
に
重
複
し
て
ゐ
た
。

　

さ
れ
ば
北
酒
出
本
が
、『
尊
卑
』
よ
り
も
成
立
が
古
く
南
北
朝
時
代
初
期
に
は
成
立

し
、
且
つ
古
態
を
残
す
所
が
多
い
事
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
に
近
似
す
る
菊
大
路
本
の
為

義
末
子
部
は
、
同
時
に
『
尊
卑
』
の
古
態
で
あ
る
と
見
る
事
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
現
在
の
大
系
本
の
前
に
古
態
『
尊
卑
』
が
存
在
す
る
事
は
、
室
町
時
代
中
期
の

『
尊
卑
』
抄
出
本
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
し
た
『
渋
川
』
か
ら
推
定
し
た
が
（【
渋
川

一
・
二
】）、
先
の
清
和
天
皇
脇
書
を
見
る
に
、

（
鍋
島
本
『
渋
川
』）

　
　
文
徳
第
四
御
子

　
　
諱
維
仁

　
　

清
和
天
皇

　
　
御
母
太
台
明
子
忠
仁
公
女

　
　
号
染
殿
后

　
　
元
慶
四
年
十
二
月
四
日

　
　
崩
御
々
年
卅
一

　
　
奉
号
水
御
門

と
あ
り
（
17
）、『
尊
卑
』・『
紹
運
録
』
と
異
な
る
。
更
に
『
渋
川
』
よ
り
も
『
尊
卑
』

に
近
い
佐
竹
本
『
尊
卑
』
で
は
、

（
佐
竹
本
『
尊
卑
』）

　
　
人
王
五
十
六
代
帝

　
　
　

文
徳
天
皇
御
子
第
四

　
　
諱
惟
仁　
　
　

又
号
水
尾
天
皇

　
　

清
和
天
皇

　
　
御
母
大
皇
太
后
藤
原
明
子
号
染
殿
后
太
政
大
臣
忠
仁
公
良
房
御
女
也
外
祖
忠
仁
公
摂

　
　
政
治
天
下
十
八
年　

此
御
代
奉
移　

八
幡
大
菩
薩
於
男
山
石
清
水
矣

　
　
御
出
家
御
法
名
素
興
清
和
院
為
離
宮
男
子
十
八
人
女
御
十
三
人

と
あ
り
、
治
世
記
事
が
な
く
、
二
重
線
部
も
『
尊
卑
』
よ
り
『
渋
川
』
に
近
い
。

　

以
上
か
ら
す
る
と
菊
大
路
本
は
、
大
系
本
の
詳
し
い
施
注
以
前
の
古
態
『
尊
卑
』
を

元
に
し
て
ゐ
る
可
能
性
を
指
摘
出
来
る
。
先
の
為
義
子
の
頼
定
の
脇
書
を
『
尊
卑
』
が

「
加
賀
冠
者
」
と
す
る
の
も
、北
酒
出
本
系
・
佐
竹
本
『
尊
卑
』
の
賀
茂
冠
者
の
誤
り
で
、

同
様
の
菊
大
路
本
が
古
態
を
残
す
と
解
す
る
訳
で
あ
る
。

五
、
菊
大
路
本
の
後
出
性

　

但
し
そ
の
全
て
が
古
態
を
留
め
る
と
す
る
事
は
出
来
な
い
。
先
に
【
三
】
イ
の
大
和

源
氏
で
興
福
寺
上
座
を
務
め
た
信
実
子
孫
に
釣
ら
れ
る
仁
実
が
実
在
し
、『
宇
野
文
書
』

佐々木／菊大路本『清和源氏系図』覚書
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の
源
氏
系
図
に
一
致
す
る
事
を
指
摘
し
た
が
（
18
）、
菊
大
路
本
の
同
氏
の
歴
代
に
は
信

実
が
無
く
、
誤
り
が
あ
る
。
ま
た
【
三
】
ウ
の
頼
朝
の
子
に
、

（
菊
大
路
本
）

　
　
　
鎌
倉
右
大
将　
　
　

左
衛
門
督　
　
　
　

号
小
御
所

　
　

頼
朝

頼
家

一
万
御
前

　
　
　
　
　
　
　
　
右
大
臣　
　
　
　
　

若
宮
別
当

　
　
　
　
　
　
　

実
朝　
　

公
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山　

童
名

　
　
　
　
　
　
　

女
子　
　

栄
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
闍
梨　

童
名

　
　
　
　
　
　
　

貞
暁　
　

禅
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
哉

　
　
　
　
　
　
　

範
暁　
　

女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
納
言
頼
経
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室

　
　
　
従
□
□
下

　
　
　
前
参
河
守　
　
　
　
中
納
言
公　
　
　
　

吉
見
三
郎

　
吉
見  

範
頼

範
円

為
頼

と
あ
る
が
（
19
）、
範
暁
は
現
在
、
頼
朝
子
に
確
認
出
来
ず
、
北
酒
出
本
（
・
御
霊
本
）

で
は
範
頼
子
と
し
、
範
円
（
20
）
と
同
一
人
物
と
す
る
（
21
）。

（
北
酒
出
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺　
　

  

円

　
　

範
頼

僧
範
暁

僧

ま
た
菊
亭
本
『
系
図
略
』
で
は
範
円
と
範
暁
を
共
に
範
頼
子
と
釣
る
（
22
）。

　

菊
大
路
本
も
両
人
別
人
説
を
採
る
が
、
隣
の
範
頼
子
と
す
る
先
出
系
図
を
誤
つ
た

か
、誤
つ
て
範
暁
を
頼
朝
子
に
繋
げ
る
系
図
に
拠
つ
た
と
推
定
出
来
る
（
23
）。
ま
た【
三
】

の
満
仲
子
に
公
節
を
釣
る
が
、
こ
れ
は
経
基
弟
の
経
生
の
子
（
北
酒
出
本
・『
古
系
図

集
』・『
尊
卑
』・『
渋
川
』）
の
竄
入
か
。

　

ま
た
【
三
】
ウ
の
対
馬
守
義
親
の
子
に
、「
僧
元
慶
」
を
釣
る
が
、こ
れ
は
『
作
者
部
類
』

巻
中
「
凡
僧
上　

入
道
」

　
　
大
山
寺
別
当

　
　

元
慶　
　
　

対
馬
守
藤
茂
規
　ヽ
　

後
一

と
あ
る
記
事
を
、
そ
の
一
部
伝
本
で
傍
線
を
、「
対
馬
守
茂義
規
」（
24
）
と
す
る
事
を
見
る 

に
、
義
親
と
誤
つ
た
も
の
で
、
甲
神
社
蔵
『
清
和
源
氏
系
図
』（
25
）
に
、

　
　

義
親　
ケ
ン
カ
イ
法
師
後
拾
遺
集

と
あ
る
人
物
も
同
一
人
で
あ
る
が
、
波
線
部
か
ら
し
て
も
、『
作
者
部
類
』
よ
り
の
増

補
記
事
と
云
ふ
事
に
な
る
。
ま
た
義
朝
子
で
土
佐
冠
者
希
義
に
相
当
す
る
人
物
の
諱
を

「
希
章
」
と
す
る
の
も
誤
り
で
あ
る
（
26
）。【
四
】
の
頼
国
子
の
師
光
流
で
、
仁
和
寺
房

官
を
世
襲
し
た
寛
実
以
下
を
揚
げ
れ
ば
、

（
菊
大
路
本
）

従
五
位
下　
　

 

相
人
也

信
濃
守　
　
　

 

雑
色　
　

  　
　

法
橋　
　
　
　

 

法
橋　
　
　

     

律
師

師
光

実
俊

寛
実

寛
快

快
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
橋　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

証
詮

　
　
　
　
従
五
位
下

　
　
　
　
中
務
丞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
座

　
　
　

満
隆　

俊
光　
　
　
　
　

寛
詮
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（『
尊
卑
』）

頼
国
八
男

〔
後
拾
金
作
者
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
白
川
後
鳥
羽

従
五
下　

相
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
宗
寺
執
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
高
倉
三
代
御
読

信
乃
相
模
守　

次
国
保　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
者

蔵　

本
名　

国
仲　
　

  

蔵
人
所
雑
色　
　
　

仁　

相
模
法
橋　
　
仁　

大
僧
都　
　

    

寺　

大
僧
都　
　
　

権
律
師

師
光

実
俊

寛
実

寛
快

快
全

宗
厳

母
同
頼
綱　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
読
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

仁　
　
　
　
　
　
　
仁　

法
印　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
詮　
　

定
瑜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
官　

相
人　
　
　

寺　

阿
闍
梨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
光

智
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
本
憲
之

　
　
　
　
　

盛
実

　
　
　
　
　
　
従
五
下

　
　
　
　
　
　
中
務
丞

　
　
　
　
　

満
隆

（
略
）

（
佐
竹
本
『
尊
卑
』）　　
　
　
　
　
　
　
（
北
酒
出
本
）

　
蔵
人

　
相
模
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

イ
本　

六
男　

前　

信
乃
守

　
信
濃
守　
　
　

  

蔵
人
雑
色　
　

 

使　

昇
殿　
　
　
　
　

  

文　

本
国
仲　
　
　

従
五
下

師
光

実
俊

俊
光　
　
　

師
光　
　
　
相
模
守

　
従
五
下　
　
　

  

相
人
也　
　
　

 

相
人
也　
　
　
　

 

蔵　

母
同
国
房

　
加
賀
守　
　
　

 

従
五
下　　
　
　
　
　
　
　

  

イ
本
七
男

頼
房

満
隆

（
略
）　　
　
　
相
人
母
阿
波
守
高
定
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

阿

　
　
　
　
　
中
務
丞　
　
　
　
　
　
　

実
俊

俊
光

僧
智
俊

『
古
系
図
集
』　　
　
　
　
『
渋
川
』　　
　
　

蔵
人
所
雑
色　

　
　

蔵
人　
　

        

寛
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
五
下
中
務
丞　
　

上
西
門
院
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
隆

隆
綱　
　
　

　

師
光

実
俊
相
人　
　

師
光　
　
　
　

イ
五ヒ

男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
詮

『
帝
皇
』

　
源
頼
光
孫
頼
国
男　
　
　
信
乃
雑
色

　

師
光

実
俊

　
信
乃
守

　
信
乃
法
眼　
　
　
　

保
橋　
　
　
　
　
　

法
橋　
　
　
　
　
　

法
眼

寛
実

証
全

証
成

証
快

（
略
）

　
仁　

執
事
別
当　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

相
模
上
座　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
号
檀
瀧

　
　
　
　
　

俊
全

　
　
　
　
　
　
少
納
言
法
印

　
　
　
　
　

定
瑜

　
　
　
　
　
　
仁

　
　
　
　
　
　
侍
従
上
座

　
　
　
　
　

宗
乗

　
山
臥
号
檀
光

　
近
江
法
眼　
　
　
　

伊
予
僧
都　
　
　
　

侍
従
律
師

寛
快

快
全

宗
厳

　
　
　
　
　
　
号
檀
木　
　
　
帥
律
師

已
講  

寛
証　
　
　
　
　
　
　

寛
守

寛
験

　
号
紀
伊
上
人

と
あ
り
、
寛
実
以
下
を
持
つ
の
は
、
他
に
『
尊
卑
』・
北
酒
出
本
・『
帝
皇
』
で
あ
る
。

相
人
の
注
記
が
大
系
本
で
は
師
光
に
、
佐
竹
本
『
尊
卑
』・
北
酒
出
本
・『
古
系
図
集
』

で
は
実
俊
に
付
さ
れ
異
な
る
が
、『
中
右
記
』
元
永
元
年
八
月
七
日
条
に
は
「
前
雑
色

源
実
俊
」
を
「
自
本
相
人
也
」
と
す
る
か
ら
、『
尊
卑
』
よ
り
も
菊
大
路
本
他
が
妥
当

で
あ
ら
う
。
一
方
、
菊
大
路
本
の
証
詮
（
全
）
は
『
尊
卑
』・
北
酒
出
本
に
な
く
、『
帝

皇
』
に
見
え
、
道
法
法
親
王
の
受
戒
記
事
の
供
人
と
し
て
、

　
　

院
宮
為
御
受
戒
令
向
東
大
寺
給
、
房
官
十
人

仁　

法
橋

仁

蔵　

本
国
仲　

  

所
雑
色

母
同

従
五
位
上

信
濃
守

相
模
守

仁

法
橋

佐々木／菊大路本『清和源氏系図』覚書
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（
中
略
）

　
　

証
全
〔
相
模
寺
主
、
法
橋
寛
実
弟
子
〕（
27
）

と
あ
る
か
ら
、
そ
の
実
在
が
確
認
出
来
る
が
、
寛
実
子
と
す
る
『
帝
皇
』
の
方
が
正
し

い
か
。
ま
た
寛
実
の
僧
官
位
が
菊
大
路
本
・
北
酒
出
本
（
法
橋
）・『
尊
卑
』（
大
僧
都
）・

『
帝
皇
』（
法
眼
）
と
区
々
で
あ
る
が
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
六
「
興
言
利
口
」「
近
江

法
眼
寛
快
、
供
米
の
不
法
を
諷
す
る
事
、
並
び
に
文
覚
と
相
撲
の
事
」（
新
訂
増
補
国

史
大
系
）
に
後
白
河
院
時
代
の
人
「
近
江
法
眼
寛
実
」
が
見
え
、『
帝
皇
』
に
一
致
す

る
事
か
ら
す
る
と
、
菊
大
路
本
・
北
酒
出
本
が
共
に
不
正
確
な
記
載
で
あ
る
と
見
る
べ

き
で
あ
ら
う
（
28
）。

　

故
に
菊
大
路
本
独
自
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
正
し
い
と
す
る
事
は
出
来
な
い
。【
三
】

ウ
の
志
田
三
郎
先
生
の
子
孫
と
し
て
、

　
　
号
三
郎
先
生　
　
　

先
生
太
郎　
　

   　

栗
森
弥
太
郎

　
　

義
憲

有
行

頼
行

と
あ
る
系
譜
等
、
独
自
記
事
の
成
立
・
価
値
に
は
今
後
の
検
討
、
特
に
菊
大
路
本
近
似

系
図
の
出
現
が
求
め
ら
れ
る
（
29
）。

五
、
菊
大
路
本
の
史
料
性
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
も
菊
大
路
本
独
自
の
記
事
が
他
系
図
に
見
え
ず
、
且
つ
正
確
で
あ
る
と
思
は

れ
る
例
を
僅
か
な
が
ら
指
摘
出
来
る
。
前
掲
頼
家
子
一
万
の
脇
書
「
号
小
御
所
」
は
他

系
図
に
見
え
ず
、『
吾
妻
鏡
』（
30
）に
そ
の
御
所
と
あ
る
事
を
対
応
し
て
ゐ
る
。
ま
た【
三
】

ア
の
頼
国
子
に
、

　
（
菊
大
路
本
）　　
　
（『
尊
卑
』）

　
　
入
道
俗
名
永
国　
　
　
　
　
　　

僧

　
　

明
円　
　
　
　
　
　

明
円

と
同
人
を
釣
る
の
は
、
他
に
『
尊
卑
』
で
あ
る
が
、
俗
名
の
脇
書
が
な
い
。
然
る
に
『
台

密
血
脈
譜
』（
31
）
に
、

明
助
　
摩
尼
房
阿
ー

　
　
　
　
頼
国
二
男
頼

　
　
　
　
弘
息

明
円　
密
厳
房
阿
ー

　
　
　
　
頼
国
五
男

　
　
　
　
家
国
入
道

と
あ
り
片
諱
が
異
な
る
が
、
俗
名
が
見
え
、
明
円
の
経
歴
が
一
致
す
る
。
古
記
録
に
確

認
出
来
な
い
が
、
こ
れ
も
菊
大
路
本
の
注
記
が
他
の
史
料
と
符
合
し
、
歴
史
的
に
正
し

い
例
の
可
能
性
が
あ
る
。
北
酒
出
本
系
と
の
一
致
箇
所
以
外
に
も
、
同
系
図
の
独
自
記

載
を
無
碍
に
却
け
る
事
も
出
来
な
い
の
で
あ
る
（
32
）。

　

お
は
り
に

　

菊
大
路
本
は
、
現
在
見
る
『
尊
卑
』
に
最
も
近
い
が
、
同
時
に
そ
れ
と
異
な
り
、
北

酒
出
本
系
の
系
図
・
佐
竹
本
『
尊
卑
』
に
一
致
す
る
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
尊
卑
』

よ
り
も
古
態
を
残
す
箇
所
が
有
る
と
推
定
し
た
。
そ
れ
で
も
依
然
、
独
自
の
展
開
部
の

あ
る
菊
大
路
本
の
成
立
過
程
は
殆
ど
不
明
で
あ
る
、
同
様
、
北
酒
出
本
系
系
図
と
『
尊

卑
』
の
関
係
は
明
快
で
は
無
く
、
佐
竹
本
『
尊
卑
』
の
如
き
他
の
系
図
の
調
査
、
比
較

が
必
要
で
あ
ら
う
。

注（
１
）　

以
下
、大
系
本
を
『
尊
卑
』
と
す
る
。
秋
田
県
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
（
宗
家
）
蔵 

「
清
和
源
氏
系
図
」
一
巻
（
以
下
、
佐
竹
本
『
尊
卑
』）
も
参
照
。
別
に
大
系
本
と
の

関
係
を
述
べ
る
予
定
。

（
２
）　

本
稿
で
利
用
す
る
中
世
古
清
和
源
氏
系
図
と
、
関
連
の
主
要
な
拙
稿
は
以
下
の

通
り
、

①
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
帝
皇
系
図
』（
紙
焼
写
真
。
以
下
、『
帝
皇
』）

②
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
『
古
系
図
集
』（
紙
焼
写
真
。
以
下
、『
古
系
図
集
』）
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③
秋
田
県
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
（
宗
家
）
蔵
、
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』（
以
下
、

北
酒
出
本
と
略
。
同
書
蔵
の
近
世
写
本
を
参
照
）

（
一
）　
「
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
」（『
山
形
県
立
米

沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
二
十
七
、
平
成
十
二
年
三

月
）、
以
下
【
北
酒
出
一
】。

（
二
）　
「
溢
れ
源
氏
考
証
（
上
）」（『
米
沢
国
語
国
文
』
二
十
九
、
平
成
十
二
年
六

月
）、
以
下
【
北
酒
出
二
】。

（
三
）　
「
矢
田
判
官
代
在
名
・
大
夫
房
覚
明
前
歴
」（『
米
沢
史
学
』
十
七
、
平
成

十
三
年
十
月
）、
以
下
【
北
酒
出
三
】。

（
四
）　
「
溢
れ
源
氏
考
証
（
下
）」（『
米
沢
国
語
国
文
』
三
十
・
三
十
一
、
平
成

十
四
年
十
二
月
）、
以
下
【
北
酒
出
四
】。

（
五
）　
「
信
濃
井
上
氏
の
成
立
と
展
開
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

四
十
二
、
平
成
十
九
年
一
月
）、
以
下
【
北
酒
出
五
】。

（
六
）　
「
溢
れ
源
氏
考
証
補
闕
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文

化
研
究
所
報
告
』
三
十
四
、
平
成
十
九
年
三
月
）、
以
下
【
北
酒
出
六
】。

（
七
）　
「
頼
朝
流
離
時
代
困
窮
の
虚
実
」（『
米
沢
国
語
国
文
』
三
十
七
、
平
成

二
十
年
十
二
月
）、
以
下
【
北
酒
出
七
】。

（
八
）　
「『
平
家
物
語
』
の
中
の
佐
竹
氏
記
事
に
つ
い
て
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子

短
期
大
学
紀
要
』
四
十
四
、
平
成
二
十
年
十
二
月
）、
以
下
【
北
酒
出
八
】。

（
九
）　
「
源
義
忠
の
暗
殺
と
源
義
光
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

四
十
五
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
）、
以
下
【
北
酒
出
九
】。

（
十
）　
「
新
田
義
重
一
族
伝
雑
々
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

四
十
七
、
平
成
十
四
年
十
二
月
）、
以
下
【
北
酒
出
十
】。

（
十
一
）　
「
辺
境
の
源
為
朝
伝
」（『
米
沢
国
語
国
文
』
四
十
二
、
平
成
二
十
五
年

十
一
月
）、
以
下
【
北
酒
出
十
一
】。

④
上
御
霊
神
社
蔵
『
清
和
源
氏
系
図
』
一
巻
（
以
下
、
御
霊
本
）。

⑤
上
杉
博
物
館
蔵
『
須
田
系
譜
』
一
冊
（
以
下
、『
須
田
』）。

⑥
長
楽
寺
蔵
『
源
氏
系
図
』（『
群
馬
県
史　

資
料
編　

中
世
五
』
の
翻
刻
。
以
下
、

長
楽
寺
本
と
略
。
同
系
の
妙
本
寺
本
〔『
千
葉
県
の
歴
史　

資
料
編　

中
世
三
』〕

も
参
照
）、
内
閣
文
庫
蔵
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（
以
下
、
内
閣
本
）、
東
大
史
料

編
纂
蔵
島
津
本
『
源
家
大
系
図
』（
以
下
、
島
津
本
）
も
同
系
（
紙
焼
写
真
）。

　
「
長
楽
寺
本
『
源
氏
系
図
』
成
立
試
論
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附

属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
三
十
三
、
平
成
十
八
年
三
月
）、
以
下
【
長
楽
寺
】。

⑦
山
口
県
公
文
書
館
蔵
冷
泉
文
庫『
渋
川
系
図
』（
以
下
、『
渋
川
』。
鍋
島
文
庫
本〔
東

大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
〕
も
参
照
）

（
一
）　
「『
渋
川
系
図
』
の
成
立
と
そ
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
（
上
）」（『
山
形

県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
三
十
七
、
平
成

二
十
二
年
三
月
）、
以
下
【
渋
川
一
】。

（
二
）　
「『
渋
川
系
図
』
の
成
立
と
そ
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
（
下
）」（『
山
形

県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
三
十
八
、
平
成

二
十
三
年
三
月
）、
以
下
【
渋
川
二
】。

（
三
）　
「『
渋
川
系
図
』
伝
本
補
遺
、
附
土
岐
頼
貞
一
族
考
証
（
上
）」（『
山
形

県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
三
十
九
、
平
成

二
十
四
年
三
月
）、
以
下
【
渋
川
三
】。

（
四
）　
「『
渋
川
系
図
』
伝
本
補
遺
、
附
土
岐
頼
貞
一
族
考
証
（
下
）」（『
山
形
県

立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
十
、
平
成
二
十
五

年
三
月
）、
以
下
【
渋
川
四
】。

⑧
上
杉
博
物
館
蔵
林
泉
文
庫
旧
蔵
『
源
姓
系
図
』（
以
下
、
林
泉
本
）

　
　
「
上
杉
博
物
館
蔵
林
泉
文
庫
旧
蔵
『
源
姓
系
図
』
の
特
徴
に
つ
い
て
」（『
山
形

県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
五
十
二
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
）、
以
下
【
林

泉
】）。

　

ま
た
そ
の
他
の
『
尊
卑
』
近
似
系
図
に
つ
い
て
は
、

　
　
「『
尊
卑
分
脈
』
近
似
室
町
後
期
写
清
和
源
氏
系
図
に
つ
い
て
」（『
山
形
県
立
米

沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
十
四
、
平
成
二
十
九
年
三
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月
）、
以
下
【
近
似
】
と
略
。

　

で
考
察
し
た
。

（
３
）　
『
石
清
水
文
書
之
五　

宮
寺
縁
事
抄
』

（
４
）　
『
中
右
記
』
十
一
月
十
九
日
条
（
大
日
本
古
記
録
）・『
長
秋
記
』
同
二
十
三
日

条
（
増
補
史
料
大
成
）。

（
５
）　
『
本
朝
世
紀
』
大
治
五
年
十
一
月
七
日
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）。

（
６
）　

佐
竹
本
『
尊
卑
』
に
は
時
国
以
下
が
な
い
。

（
７
）　

同
系
統
の
長
楽
寺
本
・
内
閣
本
・
島
津
本
に
は
淳
国
以
下
な
し
。

（
８
）　

時
国
の
官
職
「
玄
蕃
権
助
」
が
確
認
さ
れ
る
（『
兵
範
記
』
久
寿
二
年
二
月

二
十
五
日
条
〔『
京
都
大
学
史
料
叢
書　

兵
範
記
』〕）。

（
９
）　

佐
竹
本
『
尊
卑
』
は
傍
線
が
無
く
、
氏
季
を
季
氏
と
す
る
。

（
10
）　

秋
田
県
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
（
宗
家
）
蔵
写
本
。
そ
れ
に
は
、

　
　
下
野
守　
　
　

甲
斐
守

　
　

満
快ヤ
ス

満
国

　
　
信
乃
国
村
上
守
先
祖

　
　
　
信
乃
国

　
　

為
国

　

と
あ
る
。
ま
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
菊
亭
本
『
系
図
略
』（
紙
焼
写
真
。
同
系

統
の
徳
大
寺
本
〔
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
〕・『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
「
清
和
源
氏
系
図

綱
要
」〔
内
閣
文
庫
本
〕・『
新
板
大
系
図
』〔
架
蔵
〕
同
）
で
も
満
正
・
満
快
流
は
簡

単
で
、菊
大
路
本
と
一
致
し
な
い
。
同
系
の
『
浅
羽
本
系
図
』
一
「
足
利
土
岐
」（
東

大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）
の
満
政
流
は
菊
大
路
本
と
異
な
る
。
以
上
の
諸
本
の
関

係
と
成
立
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ら
う
。

（
11
）　

佐
竹
本
『
尊
卑
』
に
は
満
政
・
満
快
流
な
し
。

（
12
）　
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
系
統
は
、
小
倉
慈
司
氏
「『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
写
本

の
基
礎
的
研
究
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
六
三
、
平
成
二
十
三
年

三
月
）
の
分
類
に
よ
る
。

（
13
）　

天
理
大
学
附
属
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
写
本
（
吉
二
一

－

三
六
）。

（
14
）　

東
山
御
文
庫
本
霊
元
天
皇
宸
筆
写
本
（
紙
焼
写
真
）
に
よ
る
。

（
15
）　

北
酒
出
本
と
菊
大
路
本
の
些
細
な
一
致
例
を
他
に
も
挙
げ
れ
ば
、【
四
】
の
実

国
流
の
族
人
で
、

　
（
菊
大
路
本
）

　
　
正
五
位
下　
　
　
　

従
五
位
下　
　
　
　

従
五
位
下

　
　
参
河
守　
　
　
　
　

皇
大
后
宮
大
進　
　

信
濃
守　
　
　
　
　
承
明
門
院
蔵
人

　
　

雅
行

惟
頼

頼
俊

俊
国

　
　
　
　
　
　
　
陸
奥
守　
　
　
　
　

飛
騨
守

　
　
　
　
　
　

保
行

盛
行

　
　
　
　
　
　
　
蔵
人　
　
　
　
　
　

蔵
人

　
　
　
　
　
　

信
雅

信
国

　
　
　
　
　
　
　
遠
江
権
守　
　
　
　

紀
伊
守　
　
　
　
　

摂
津
守

　
　
　
　
　
　

基
行

行
広

季
政

　

の
族
人
は
全
て『
尊
卑
』
に
掲
載
さ
れ
、「
陸
奥
守
」「
非
蔵
」「
従
五
下
」
と
あ
る
盛

行
以
外
の
脇
書
は
『
尊
卑
』
に
含
ま
れ
る
。
北
酒
出
本
は
傍
線
を
欠
く
か
ら
、
菊
大

路
本
は
『
尊
卑
』
に
近
い
が
、盛
行
に
「
飛
騨
守
」
と
し
て
、北
酒
出
本
に
一
致
す
る
。

（
16
）　

義
俊
は
行
家
の
前
名
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（『
玉
葉
』
治
承
五
年
三
月
十
三
日

条
〔
図
書
寮
叢
刊
〕）。

（
17
）　
『
渋
川
』
の
山
口
県
公
文
書
館
蔵
冷
泉
本
は
冒
頭
部
を
欠
く
為
、
鍋
島
文
庫
本

（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
謄
写
本
）
に
よ
る
。

（
18
）　
【
北
酒
出
六
】。
菊
大
路
本
の
大
和
源
氏
の
法
橋
仁
実
は
『
民
経
記
』
安
貞
元
年

十
月
二
十
六
日
条
（
大
日
本
古
記
録
）
に
見
え
る
人
物
で
あ
ら
う
。

（
19
）　

頼
家
子
息
の
脇
書
を
見
る
に
、
波
線
は
『
尊
卑
』・
北
酒
出
本
に
見
え
ず
、
二

重
線
は
『
尊
卑
』
に
、破
線
は
北
酒
出
本
に
見
え
る
。
各
人
の
考
証
は
【
北
酒
出
一
】

参
照
。

（
20
）　
『
古
系
図
集
』・『
尊
卑
』・
飯
島
紘
氏
蔵
『
片
切
系
図
』（【
近
似
】
に
紹
介
）・『
枝
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葉
抄
』
所
収
「
宇
多
源
氏
系
図
」（
総
本
山
醍
醐
寺
編
『
枝
葉
抄　

影
印
・
翻
刻
・
註
解
』

に
よ
る
）
に
は
、
範
頼
子
と
し
て
範
円
が
見
え
、
範
暁
が
見
え
な
い
。

（
21
）　
『
吉
見
系
図
』
で
も
範
円
と
同
一
人
（『
新
編　

埼
玉
県
史　

別
篇
四
』
所
収
）

と
す
る
。
同
系
図
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、【
北
酒
出
七
】
参
照
。
吉
見
氏
を
範
頼

子
と
す
る
史
料
に
『
血
脈
類
集
記
』
十
二
「
貞
助
律
師
」・
十
三
「
頼
明
律
師
」（『
真

言
宗
全
書
』
三
十
九
）
が
あ
る
。

（
22
）　

徳
大
寺
本
・『
新
板
大
系
図
』
同
。
対
し
て
「
清
和
源
氏
系
図
綱
要
」・『
浅
羽

本
系
図
』
一
「
足
利
土
岐
」・『
久
下
文
書
』
所
収
「
源
家
惣
系
図
」（
東
大
史
料
編

纂
所
蔵
写
真
帳
）
で
は
、
範
円
を
釣
る
が
範
暁
を
挙
げ
な
い
。

（
23
）　

北
酒
出
本
で
は
正
に
貞
暁
と
範
暁
が
隣
合
ふ
。
但
し
飯
田
家
義
子
孫
を
称
す
る

『
飯
田
文
書
并
系
図
』（
東
大
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
）
で
は
、
飯
田
氏
先
祖
を
頼
朝

男
子
義
範
と
し
、そ
の
兄
弟
に
範
円
と
範
暁
を
挙
げ
る
。
範
暁
を
頼
朝
子
と
す
る
点
、

菊
大
路
本
と
同
じ
だ
が
、『
飯
田
文
書
并
系
図
』
で
も
範
暁
を
吉
見
と
す
る
か
ら
、

頼
朝
子
と
す
る
点
は
、
誤
り
で
あ
ら
う
。

　
『
飯
田
文
書
并
系
図
』（
略
記
）

　
　

頼
朝

頼
家

一
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
暁

　
　

朝
長　
　

実
朝　
　

禅
暁

　
　

義
平　
　

貞
暁　
　

栄
実

　
　

忠
頼　
　

範
円

為
範

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
四
郎
号

　
　

義
経　
　

義
範

（
略
）

　
　
　
加
摩
冠
者

　
　

範
頼　
　

範
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
見

（
24
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
石
野
文
庫
本
蔵
近
世
写
本
。
電
網
公
開
に
よ
る
。

（
25
）　

室
町
時
代
末
期
写
折
本
一
帖
。
佐
竹
氏
に
「
□十

八
代郎

義
重
―
御
曹
子
」
と
あ
る
。

（
26
）　
『
清
獬
眼
抄
』
永
暦
元
年
三
月
十
一
日
条
（『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊　

古
代

中
世
篇
三
』）。
猶
、
前
掲
『
枝
葉
抄
』
に
は
希
義
の
他
に
希
長
・
希
朝
を
、
林
泉
本

に
希
長
（
鎗
之
冠
者
）
を
釣
る
か
ら
、
同
人
の
諱
の
異
伝
の
一
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
27
）　
『
山
槐
記
』
治
承
三
年
十
月
十
日
条
（
増
補
史
料
大
成
）。

（
28
）　

系
図
の
寛
実
は
『
僧
綱
補
任
』
保
延
五
年
条
に
「
信
濃
雑
色
実
俊
子
」
と
し
て

権
律
師
任
官
が
見
え
る
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
三
）。
寛
詮
は
、『
御
室
相
承
記
』

六
「
後
高
野
御
室
」
元
暦
元
年
十
一
月
某
日
条
に
（『
仁
和
寺
史
料　

寺
誌
編
一
』）、

定
瑜
は
『
光
台
院
御
室
事
』
の
承
久
二
年
二
月
の
道
法
法
親
王
の
修
仁
王
経
法
の
伴

僧
に
（『
仁
和
寺
史
料　

寺
誌
編
二
』）、
快
全
は
、
安
貞
元
年
の
修
明
門
院
の
腫
物

の
祈
祷
の
為
、「
権
律
師
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、

御
験
者
〔
寛
快
子
〕
勧
賞
、快
全
是
也
云
々
（『
明
月
記
』
同
十
月
二
十
九
日
条 

〔
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
明
月
記　

四
』〕）

　

と
あ
る
。
ま
た
寛
喜
二
年
四
月
に
、
道
助
法
親
王
の
前
駆
と
し
て
証
快
・
俊
全
が
見

え
る
（『
血
脈
類
集
記
』
十
）。
快
全
の
「
律
師
」
が
少
な
く
共
確
認
出
来
る
が
、
そ

れ
以
上
、
昇
進
し
た
可
能
性
が
あ
る
訳
で
あ
る
。

（
29
）　

源
為
朝
子
と
し
て
七
郎
忠
朝
を
挙
げ
る
の
が
、
菊
大
路
本
・『
須
田
』・『
耳
塵
集
』

所
収
「
源
家
系
図
」（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）
で
あ
る
が
（【
北
酒
出
十
一
】

に
当
該
部
を
紹
介
）、
そ
の
他
の
箇
所
で
『
耳
塵
集
』
本
と
菊
大
路
本
に
特
徴
的
な

一
致
点
は
な
い
。

（
30
）　

建
仁
三
年
九
月
二
日
条
に
「
一
幡
君
御
館
〔
号
小
御
所
〕」
と
あ
る
（
新
訂
増

補
国
史
大
系
）。『
鎌
倉
年
代
記
』
裏
書
建
仁
三
年
九
月
六
日
条
に
も
「
小
御
所
」
が

見
え
る
（
増
補
続
史
料
大
成
）。

（
31
）　

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
奥
田
貫
昭
氏
蔵
謄
写
本
。
明
助
は
前
掲
大
系
本
『
尊
卑
』

頼
弘
子
に
「
魔
尼
坊
阿
闍
梨
」
と
し
て
見
え
る
。

（
32
）　

前
掲
の
通
り
、
源
為
朝
子
に
賀
茂
冠
者
重
長
室
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
大

系
本
『
尊
卑
』「
足
助
」
の
「
賀
茂
六
郎
」
重
長
子
重
季
の
脇
書
を
移
し
た
の
で
な

い
と
す
れ
ば
（
北
酒
出
本
に
な
し
）、『
吾
妻
鏡
』
承
久
元
年
正
月
二
十
七
日
条
の
公

佐々木／菊大路本『清和源氏系図』覚書
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暁
伝
に
「
母
賀
茂
六
郎
重
長
女
〔
為
朝
孫
女
也
〕」
と
対
応
す
る
事
に
な
る
。

山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告　第47号

－ 16 －




	空白ページ

